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評価日 平成28年3月4日 評価日 平成28年3月11日

評価者・組織 職員会議 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

・基礎基本の徹底と
活用力の向上

・一人１回以上の授業公開
・計算タイムの充実

・家で，宿題や家庭学習を
していますか　・ジョイント
プログラムの結果

・前期より2.1Ｐアップした。・
ジョイントプログラムは,  少し
全市を下回る学年もあった。

・言語活動の充実
・コミュニケーション
力の育成

・各教科，外国語活動での
コミュニケーション能力の育
成

・友だちと協力して学習が
できていますか

・前期と変わらず95％ができ
ている。・相手を意識して話す
ことが定着してきた。 ⇒ ⇒

・学校図書館の活
用・読書活動の充
実

・「学習の場」としての図書
館整備　・５０冊表彰・地域
図書館の利用・読書タイム

・自分から進んで読書して
いますか

・図書館を利用する児童
が増えた。・「学習の場」と
しての整備が充実してきた

・豊かな体験活動 ・ＰＴＡ行事の計画，実施
・地域行事の計画，実施
・土曜学習の計画，実施

・ＰＴＡや地域の行事に参
加していますか

・参加者人数は増えている
が，回答は，若干減ってい
る。

・適切な児童理解
・実態把握

・児童の言葉遣い
・あいさつ

・丁寧な言葉遣いをしてい
ますか　・元気に進んであ
いさつをしていますか

・後期に入り児童の「，出
来た」との回答が減る。 ⇒ ⇒

・異年齢集団の活
動の充実

・異年齢集団での児童会活
動　・学校行事の計画，実
施

・スマイル活動　・スマイル
遠足・運動会の感想

・スマイル活動で異学年が
仲良くしているのは，温か
い感じがする(保護者)

・基礎的生活習慣
の育成

・生活がんばり週間実施
・生活アンケートの実施，分
析

・起きる時刻，寝る時刻　・
朝ご飯を食べましたか

・朝7時までに起きる児童は学年に
上がるにつれ減る。・寝る時刻は，
全体的に遅くなった。

・体力の向上 ・朝マラソン，夕マラソン
・運動部の活動

・運動部の参加率 ・運動部参加率98.2％。退
部者も減っている。 ⇒ ⇒

・小中一貫教育の
充実

・吹奏楽の夕べ
・中学生の読聞かせ
・オープンスクール

・小中合同研修会
・小中合同主任会

・小中合同研修会年３回
・教務主任会，生指主任
会月１回

・適切な児童理解
・実態把握

・スマイル(校長)面談 ・学校は楽しいですか
・自分のことは好きですか

・学校が楽しい99.2％
・自分のことが好き61.9％ ⇒ ⇒

・情報発信の充実 ・積極的なＨＰ更新 ・学校は，各お便りやＨＰ
で学校の様子を伝えてい
ますか

・伝えている97.4％

４

・小学校と中学校の仕組みの
違いがわかってきた。その上
で同じ目標に向かって，研鑽
を積んでいく。・様々な取組に
より，児童の自己肯定感や自
己有用感が高まった。

・中学校との交流を深める
ことで，先を見越し「今後ど
んな力が必要か」「そのた
めに今何が必要か」を考え
て指導をする。・ＨＰの更新
を続けていく。

・校長先生と直接話せる
機会があるのはいいこと
だ。子どもたちもいい思
い出として残ると思う。・
ＨＰの更新については，
皆さんよく頑張っている。

・学校運営協議会として
も「９年間で子どもを育て
る」という意識をもって，
学校と協働していく。

　総括・次年度の課題
．あいさつ運動については，地域の方とともに今後も続けていきたい。また，家庭へも「あいさつは大切なことだ」と啓発していく。
・言葉遣いについては，大人から「ＴＰＯ」を考えて使い分け，必要な言葉やマナーを身に付けさせる。
・学校運営協議会を活性化させ，学校を末長くサポートしていけるようにしたいというご意見をいただいた。
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健
や
か
な
体

・基本的生活習慣の意識
は高まっている。しかし，
家庭的に難しい児童がま
だいる。

・目標を設定し，達成感を味あ
わせることによって，困難を乗
り越える力を付けていきた
い。・基本的生活習慣は，家
族で夜型になっている場合も
あるので，啓発を続けたい。

・部活動の種目がたくさん
あって指導者は大変だと思
う。しかし，運動の苦手な子
どもも入れるものがあってよ
い。・大文字駅伝大会は，本
当によく頑張った。

・保護者と話す機会もあ
るので，保護者の先輩と
して伝えるべきことは伝
えていく。
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心

・各行事に参加する人数
は増えてきているが，回答
を見ると減っている。内容
について，それぞれ見直し
ながら考えていきたい。・
異年齢集団の活動は，子
どもも心待ちにしている。
相手を慕いいたわる気持
ちが育っている。

・体験したことを生かせる
プロセスを取り入れてい
く。・多くの体験から他を思
いやる気持ちが育ってい
る。異年齢集団活動を続
けていく。

・子どもを取り巻く事件が
多い。大人かしっかり見
守る必要がある。・異年
齢集団の活動は，見て
いても気持ちが温かくな
る

・学校運営協議会として
もＰＴＡ，地域行事に参加
し，サポートを続ける。・
大人として児童の言動
しっか見聞きし，指導もし
ていく。
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・児童，保護者とも「授業はよ
くわかる」と答えているが，「身
に付いている」かとの質問は
「出来る」が減る。・図書運営
支援員の支援で，学習に使え
る図書が増えた。また，資料
の見方などの指導もされ，「学
習の場」として活用されている

・時間がたつと忘れてしま
うので，生活の場に活かし
たり単元が終わっても繰返
し練習をする。・読書につ
いては，子どもだけでなく，
保護者にも啓発していく。

・言葉遣いやマナーは，
大人が使い分け，手本を
示していく必要がある。・
読書については，保護者
にも読書の大切さを知っ
てもらい「読書は大切だ」
という認識をもたせる取
組が必要なのではない
か。

・読書の習慣化に努める
ため，「親子読書の日」
等，対象を保護者にも広
げ，読書委員会と連携し
て働きかける。

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　　　　京都市立砂川小学校　　　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価


